
平成 26年５月１日
発 行

第 170 号

さむかわ

３月会議
あなたの一票は

活かされていますか？

議会報告会開催！！
日　時：５月10日（土）
　　　　18：30〜20：30
場　所：町民センター　視聴覚室
内　容：①議会について
　　　　②３月会議報告（予算関連）
　　　　③意見交換会
　　　　　テーマ：議会に望むこと
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【町税の内訳】
固定資産税 41億8,610万円（50.2％）
町民税 32億 788万円（38.5％）
都市計画税 4億8,740万円（  5.8％）
町たばこ税 3億8,815万円（  4.7％）
軽自動車税 6,310万円（  0.8％）

一般会計歳入

平成26年度予算  一般会計予算

一般会計歳出
132億7,500万円

町税
83億3,262万円
（62.8％）

国庫支出金
13億4,638万円
（10.1％）

町債
3億1,180万円
（2.4％）

県支出金
8億1,122万円
（6.1％）

諸収入
5億6,193万円
（4.2％）

地方消費税
交付金
5億5,000万円
（4.1％）

繰入金
5億810万円
（3.8％）

繰越金
2億8,000万円
（2.1％）

その他
5億7,295万円
（4.4％）

民生費
47億8,833万円
（36.1％）

総務費
15億3,641万円
（11.6％）

公債費
14億2,368万円
（10.7％）

教育費
11億7,167万円
（8.8％）

教育費
11億7,167万円
（8.8％）

消防費
6億259万円
（4.4％）

消防費
6億259万円
（4.4％）

議会費
2億950万円
（1.6％）

議会費
2億950万円
（1.6％）

その他
3億3,620万円
（2.6％）

その他
3億3,620万円
（2.6％）

衛生費
14億4,715万円
（10.9％）

土木費
17億5,948万円
（13.3％）

　平成26年第1回定例会3月会議は、２月25日から３月20日までの24日間にわたり開催されました。
　平成26年度予算、平成25年度補正予算、条例制定・改正・廃止のほか、議員提案の意見書案などの26
件が提案され、慎重審議の結果、すべてを原案のとおり可決しました。
　また、平成26年度一般会計予算及び各特別会計予算は、６名の委員で構成する予算特別委員会を設置し、
３月12日から18日の５日間で審査しました。その結果、全ての予算案が原案のとおり可決され、平成26
年度の税金の使い道が決まりました。その中から主な事業を左ページで紹介します。

第１回定例会３月会議

平成26年度予算　会計別予算表

会計区分 平成26年度予算 平成25年度予算 伸び率（％）

一　般　会　計 132億7,500万円 127億8,900万円 3.8％

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 56億5,838万円 56億 673万円 0.9％

後期高齢者医療事業 7億3,549万円 6億4,291万円 14.4％

下水道事業 14億4,249万円 13億9,976万円 3.1％

介護保険事業 24億4,107万円 23億 50万円 6.1％

（仮称）健康福祉総合
センター用地取得事業

7,833万円 7,833万円 0.0％

合　　　　　計 236億3,074万円 228億1,722万円 3.6％

※万円未満は四捨五入しているため、合計額と一致しません
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【事業名】防犯灯の LED化
【事業費】688万円

【内　容】夜間における歩行者
の安全と犯罪の未然防止を図る
ため全町的に既存の蛍光灯を
LED に切り替え、節電等、環
境対策に努める。

【事業名】小児医療費助成事業
【事業費】１億4,978万円

【内　容】子どもの通院医療費
助成対象年齢を小学校３年生か
ら小学校６年生へ引き上げ、拡
大実施する。

【事業名】児童保育委託事業
【事業費】４億58万円

【内　容】町立保育園の民設化
に伴い、移管先の社会福祉法人
恩賜財団神奈川県同胞援護会に
委託して、保育園運営を実施す
る。

【事業名】勤労者個人住宅
取得奨励金
【事業費】500万円

【内　容】町内事業所に勤務する
勤労者の福祉向上・定住促進を図る
ため、新築住宅を取得した場合など
に、寒川町共通商品券を交付する。

【事業名】中学校扇風機設置
工事
【事業費】800万円

【内　容】夏期の暑さ対策として、
全ての中学校の普通教室及び特
別教室に扇風機を設置する。

【事業名】にぎわい創出支援
事業補助金
【事業費】200万円

【内　容】町内の商業団体等が
実施する集客力向上、地域課題
解決、後継者育成につながる事
業に対し、補助金を交付する。

【事業名】特別養護老人ホーム
建設補助金事業
【事業費】4,000万円

【内　容】特別養護老人ホーム
のベッド数の増床に対して補助
金を交付し、待機者の解消を図
る。

【事業名】コミュニティバス
運行事業
【事業費】4,039万円

【内　容】コミュニティバス「も
くせい号」に一部小型車両を導
入し、交通不便地域の解消を図
る。

【事業名】家庭用燃料電池（エ
ネファーム）の設置補助・消
滅型生ごみ処理器の購入補助
【事業費】98万円

【内　容】新たな取り組みとして、
両機器の設置・購入補助を行う。

エネファーム（写真提供：東京ガス㈱）

平成26年度の主な事業
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Q　

観
光
協
会
体
制
強

化
の
た
め
に
非
常
勤
職

員
を
１
名
増
や
す
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
人
選

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
体
制
強
化
に

よ
る
具
体
的
目
標
と
し

て
、
観
光
客
増
加
の
数

値
目
標
は
。

A　

町
の
観
光
を
充
実

さ
せ
る
に
は
組
織
の
強

化
と
財
政
基
盤
を
充
実

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
人
選
は
町
の
観
光
資
源

や
各
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
、

よ
く
理
解
し
て
い
る
人
材
が

好
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
数
値
目
標
と
し
て

は
、
「
平
成
25
年
神
奈
川
県

入
込
観
光
客
調
査
」
に
お
け

る
実
績
値
約
１
８
６
万
人
を

平
成
29
年
に
は
約
２
３
０
万

人
と
し
て
い
ま
す
。

観光協会主催の写真コンクール特選写真

審査会場（第１委員会室）

観
光
協
会
体
制
強
化
に
よ
る
効
果
は

みんなの未来

平
成
26
年
度
予
算
案
の
内
容
に
つ
い

て
、
各
委
員
よ
り
出
さ
れ
た
主
な
質

疑
を
掲
載
し
ま
す
。

総 括 質 疑 平
成
26
年
度
予
算
案

  

こ
の
よ
う
に
質
疑
を
し
ま
し
た

町民１人あたりの
　　　　使いみち 27万9,874円

（一般会計予算歳出）

●土木費 ●総務費 ●公債費

●教育費 ●衛生費 ●消防費 ●議会費

●商工費 ●農林水産業費 ●労働費 ●予備費

37,095円
（－1,799円）
37,095円
（－1,799円）

●民生費

100,951円
（＋13,060円）
100,951円
（＋13,060円）

32,392円
（＋467円）
32,392円
（＋467円）

30,015円
（＋22円）
30,015円
（＋22円）

30,510円
（＋2,935円）
30,510円
（＋2,935円）

12,704円
（－86円）
12,704円
（－86円）

4,417円
（＋64円）
4,417円
（＋64円）

2,111円
（＋307円）
2,111円
（＋307円）

24,702円
（－4,848円）
24,702円
（－4,848円）

2,585円
（＋44円）
2,585円
（＋44円）

1,338円
（＋63円）
1,338円
（＋63円）

1,054円
（±0円）
1,054円
（±0円）

（前年度額　26万9,645円）
平成26年度予算額を平成26年２月１日現在の
人口47,432人で割った算出額です。

予算特別委員会　平成26年度予算　審議
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Q　

町
民
は
消
費
税
増

税
が
生
活
に
影
響
し
、

不
安
は
大
き
い
。
町
は

何
ら
か
の
手
立
て
を
す

る
必
要
が
あ
り
、
使
用

料
等
に
消
費
税
増
税
分

を
上
乗
せ
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
料
金
の
値
下

げ
等
、
軽
減
す
る
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　

４
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
に
よ
る
町
使
用

Q　

町
立
保
育
園
３
園

の
民
設
化
に
よ
り
、
町

負
担
が
年
間
約
２
億
円

圧
縮
で
き
る
。

　

こ
の
軽
減
分
は
、
町

独
自
の
子
育
て
支
援
充

実
に
充
て
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A　

軽
減
分
は
小
児
医

療
費
助
成
を
小
学
校
６

年
生
ま
で
拡
充
、
認
可

Q　

全
国
の
自
治
体
で

公
共
施
設
の
老
朽
化
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
町
も
早
急
に
対

処
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

計
画
的
な
維
持
管
理
や

整
備
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

A　

国
の
イ
ン
フ
ラ
長

寿
命
化
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
町
も
公
共
施
設

Q　

町
は
、
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
基
本
計
画
や
ツ
イ

ン
シ
テ
ィ
整
備
計
画
の

進
捗
が
極
端
に
遅
れ
て

い
る
。
そ
の
原
因
は
何

か
。
ま
た
、
開
業
目
標

年
次
の
２
０
２
７
年
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

示
せ
な
い
の
か
。

A　

新
駅
設
置
が
決
定

し
て
い
な
い
現
状
に
お

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
を

料
等
の
値
上
げ
は
、
消
費
税

増
税
分
以
外
は
、
実
施
い
た

し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
国
の
政
策
と
し
て
、

低
所
得
者
へ
の
負
担
の
影
響

を
鑑
み
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
や
子
育
て
世
帯
の
影
響

を
緩
和
し
、
消
費
の
下
支
え

を
図
る
た
め
「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
が
支
給

さ
れ
る
予
定
で
す
。

外
保
育
園
の
認
可
保
育
所
化

に
向
け
た
補
助
金
、
幼
稚
園

長
時
間
預
か
り
に
対
す
る
補

助
金
、
子
育
て
相
談
業
務
充

実
と
し
て
の
臨
床
心
理
士
の

常
勤
化
、
児
童
ク
ラ
ブ
建
設

事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
の

充
実
に
充
て
る
こ
と
を
基
本

に
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
福
祉
等
の
扶

助
費
増
額
分
に
も
一
部
充
て

る
予
定
で
す
。

等
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
や

修
繕
等
の
優
先
順
位
を
判
断

し
、
本
年
度
に
策
定
す
る
総

合
計
画
第
２
次
実
施
計
画
や

財
政
計
画
の
見
直
し
と
整
合

を
図
り
な
が
ら
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
ま
と
め

ま
す
。

先
行
す
る
こ
と
や
整
備
手
法

に
対
す
る
住
民
の
不
安
が
大

き
な
要
因
と
し
て
あ
り
、
進

捗
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
示
せ
ま
せ
ん
が
、

関
係
地
権
者
か
ら
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
十
分
な
説
明

を
行
い
、
合
意
形
成
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
地

元
と
の
話
し
合
い
の
場
を
積

極
的
に
持
ち
ま
す
。

消費税増税分の軽減施策を 北部文化福祉会館

消
費
税
増
税
分
軽
減
施
策
が
必
要

子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は

倉
見
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
ま
ち
づ
く
り
・
新
幹
線
新
駅
誘
致
の
問
題
は

日 本 共 産 党

公 　 明 　 党

フォーラム志

湘 風 ク ラ ブ

予算特別委員会　平成26年度予算　審議
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日
本
経
済
は
景
気
回
復
の
兆
し
も
見
え
始

め
、
町
で
も
、
さ
が
み
縦
貫
道
路
全
線
開
通

を
控
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
明
る
い
兆
し
が
み

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
総
額
は
、
対
前
年

度
比
３
・
８
％
増
の
約
１
３
２
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
町
内
の
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
、
10
年
間
で
約
１
千
万
円
の
削
減

効
果
と
町
立
保
育
園
の
民
設
化
に
伴
い
、
年

間
約
２
億
円
の
経
費
削
減
が
達
成
で
き
た
点

は
評
価
で
き
ま
す
。
そ
し
て
保
育
園
民
設
化

で
生
じ
た
財
源
に
よ
り
小
児
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
充
し
、

子
育
て
世
代
の
支
援
施
策
を
充
実
し
ま
し
た
。

　

危
機
管
理
の
観
点
か
ら
、
新
た
な
車
両
配

備
は
、
大
雨
や
大
雪
に
対
応
で
き
る
よ
う
４

Ｗ
Ｄ
車
や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な
ど
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
中
、
人
口
増
加
策
と
し
て

勤
労
者
個
人
住
宅
取
得
奨
励
金
や
商
業
振
興

及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
、
に
ぎ

わ
い
創
出
支
援
事
業
補
助
金
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
化
す
る
町
観
光
協
会
に
対

し
て
、
体
制
強
化
や
観
光
案
内
所
を
兼
ね
た

事
務
所
を
設
置
す
る
た
め
に
補
助
金
を
増
額

し
て
い
る
点
も
評
価
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
力
を
入
れ
た
適
切
な
予
算
編
成
で
あ
る
と

判
断
し
賛
成
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
５
特
別
会
計
予
算
も
討
論
を
省
略

し
賛
成
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
は
、
法
人
町
民
税

等
の
税
収
増
や
町
立
保
育
園
民
設
化
に
よ
る

国
・
県
補
助
金
等
の
増
額
に
よ
り
、
３
年
ぶ

り
に
１
３
０
億
円
を
超
え
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
で
は
、
小
児
医
療
費
の
助
成
対
象
拡

大
、
町
立
保
育
園
の
民
設
化
な
ど
子
ど
も
・

子
育
て
政
策
に
力
を
入
れ
、
全
体
的
に
評
価

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
点
を
課
題
と
し
て

指
摘
し
ま
す
。

　

保
育
園
民
設
化
に
よ
る
軽
減
分
の
使
途
は
、

可
能
な
限
り
子
ど
も
子
育
て
政
策
に
充
て
る

べ
き
で
す
。

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
町
の
負
担
増
を
考
え

る
と
、
さ
ら
な
る
歳
入
の
確
保
は
大
変
重
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

必
要
な
事
業
に
は
積
極
的
に
国
・
県
補
助

金
等
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
財
政
当
局
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
ま
す
。

　

寒
川
神
社
と
い
う
観
光
資
源
を
最
大
限
に

活
か
す
観
光
振
興
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

の
観
光
協
会
体
制
強
化
に
は
、
観
光
振
興
に

通
じ
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
採
用
が
必

要
で
す
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
起
因
す
る
犯
罪
や
い
じ
め
か
ら
守
る
た

め
、
学
校
で
の
授
業
等
を
通
じ
た
メ
デ
ィ
ア
・

リ
テ
ラ
シ
ー
（
情
報
を
評
価
し
識
別
す
る
能

力
）
教
育
の
推
進
を
図
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
メ
デ
ィ
ア
の
適
切
な
利
用
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
以
上
の
諸
点
を

求
め
、
賛
成
と
し
ま
す
。
他
の
５
特
別
会
計

予
算
も
討
論
を
省
略
し
て
賛
成
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
出
で
は
予
算
特
別
委

員
会
の
審
査
を
通
じ
、
消
費
税
増
税
が
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
今
こ
そ
消
費
税
増
税
分
を
軽
減

す
る
町
独
自
の
施
策
が
必
要
で
あ
り
、
就
学

援
助
に
は
増
税
分
を
上
乗
せ
し
て
支
給
す
べ

き
で
す
。

　

子
育
て
支
援
と
な
る
小
児
医
療
費
助
成
制

度
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
拡
充
は
評
価
で
き

ま
す
が
、
さ
ら
に
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
拡

充
や
所
得
制
限
撤
廃
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

新
幹
線
新
駅
整
備
基
金
の
積
立
３
千
万
円

を
含
む
、
寒
川
駅
北
口
な
ど
の
予
算
は
約

３
億
円
で
あ
り
、
福
祉
・
健
康
・
教
育
な
ど

の
施
策
展
開
や
町
民
を
励
ま
す
施
策
へ
使
う

べ
き
で
す
。

　

福
祉
関
係
で
は
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
増

床
は
評
価
し
ま
す
が
、
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
助
成
事
業
は
縮
減
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

町
現
業
職
員
の
退
職
不
補
充
や
任
期
付
職
員

制
度
導
入
は
雇
用
の
不
安
定
に
繋
が
り
ま
す
。

　

教
育
で
は
、
35
人
以
下
の
少
人
数
学
級
の

実
施
は
評
価
し
ま
す
が
、
学
校
図
書
の
大
幅

な
減
額
は
問
題
で
す
。

　

以
上
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
姿
勢
が
不

十
分
と
指
摘
し
、
反
対
と
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
使
用
料
の

増
税
分
の
値
上
げ
は
、
町
民
の
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
し
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
反
対
し
ま
す
。

　

な
お
、
（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
用
地
取
得
事
業
を
除
き
、
他
の
３
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
も
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守

る
予
算
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
反
対
し
ま
す
。

平成26年度予算を

討 論
　３月会議最終日に、平成26年度予算の採決に先

立ち、各委員が各予算の内容について賛成・反対の

討論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

賛成

反対

賛成

フォー ラム 志

日 本 共 産 党

みんなの未来

明るいまちづくりが期待される予算を評価

町民の暮らし応援には不十分

子ども・子育て政策を評価

第１回定例会３月会議　予算特別委員会
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予算特別委員会　委員別賛否結果表　　　（○＝賛成、●＝反対）

委　　員　　名

会　計　区　分

一般会計
特　別　会　計

国　保 後期高齢 下水道 介護保険 用地取得

委 員 長　早乙女　昭　（民社クラブ） − − − − − −
副委員長　太田　真奈美（公　明　党） ○ ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　吉田　悟朗　（フォーラム志） ○ ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　中川　登志男（みんなの未来） ○ ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　山田　政博　（日本共産党） ● ● ● ● ● ○
委　　員　小栗　裕治　（湘風クラブ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

第１回定例会３月会議　予算特別委員会

　我が国の社会経済情勢は、企業の景況感に加え、消費者マインドが改善していることから、緩やか
な回復の動きが続いており、景気低迷から立ち直りつつある状況となっています。ただし、この景況
感は消費税率引上げに伴う駆け込み需要とも思われ、その反動が心配されるなど、実態としては依然
として厳しい状況にあります。町においても、景気回復の兆しが見えたとはいえ、厳しい財政状況が
続くものと予測されますが、町民生活に直結する重要な事業は、積極的かつ効果的に実施するととも
に、町民協働のまちづくりをさらに進めなければなりません。
　このような状況の中、当町の平成26年度一般会計予算及び５特別会計予算の総額は、236億3,074万
4千円で対前年度比3.6％、8億1,352万8千円の増、また、一般会計では、対前年度比3.8％、4億8,600万
円の増となっています。
　まず、歳入では、一般財源の根幹をなす町税において、固定資産税では、土地と家屋について土地
利用の拡大により増額となっているものの、企業の投資控えから償却資産の減により、対前年度比
712万円の減額となっています。一方、法人町民税では、景気回復の兆しが見えたことにより対前年
度比6,280万円の増、また、個人町民税では、本年度から復興増税の実施により対前年度比1,150万円
の増となっており、町税全体では、対前年度比1億946万3千円の増となっています。
　さらに、地方消費税交付金については、消費税率引き上げに伴い5,700万円の増、国県支出金では、
町立保育園の民設化に伴う児童運営費負担金や待機児童解消加速化プランによる安心こども交付金な
ど4億9,875万円の増、また、町債については、消防債で5,120万円の増があるものの、小谷小学校教室
棟大規模改修工事など事業の完了により2億1,680万円の皆減となり、国や県からの補助金獲得や後年
度負担となる町債の縮減を図るなど、財政の健全化に向けた取り組みがなされています。
　次に歳出では、町総合計画「さむかわ２０２０プラン」後期基本計画の３年目であり、急速に進展
する都市基盤整備や多様化する町民ニーズ、新たな課題など社会環境変化を認識し、スピード感を持
って対応する必要があります。そういった中で、総務費では、町内全域の防犯灯のLED化。民生費
では、小児医療費助成事業の拡充、町立保育園の民設化、特別養護老人ホーム建設費補助。衛生費で
は、広域リサイクルセンター長期包括運営責任業務委託。商工費では、商業の活性化を図るにぎわい
創出支援事業や観光案内所設置補助。消防費では、消防緊急通信指令施設整備。教育費では、南小学
校借用地の土地購入や中学校の扇風機設置など厳しい財政状況において、町民生活に直結する課題を
的確に捉え、重点的かつ効果的に取り組む姿勢は大いに評価できるものであります。
　なお、予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された委員の意見など十分配慮するとともに、将
来を見据えた施策を追求し、依存財源のさらなる確保と財源の効果的・効率的な活用を図られ、「住
み続けたい」、「住んでみたい」と思われるような、さらなる魅力あふれるまちづくりに努められる
よう要望し、審査意見とします。

予 算 特 別 委 員 会  審 査 意 見 書
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平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

Q　
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理

棟
の
建
設
費
が
繰
り
越
さ
れ
た

が
、
有
料
化
の
７
月
ま
で
に
間

に
合
う
の
か
。

A　

地
盤
改
良
工
事
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
契
約
変
更
し
６

月
末
ま
で
の
工
期
で
行
う
予
定

で
す
。

Q　
さ
が
み
縦
貫
道
路
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備
検
討
事

業
費
の
１
６
０
０
万
円
を
減
額

し
た
理
由
は
。

A　

田
端
西
地
区
の
区
画
整
理

に
関
す
る
委
託
事
業
１
件
を
平

成
26
年
度
事
業
で
実
施
す
る
ほ

か
、
２
件
の
委
託
の
執
行
残
に

伴
う
も
の
で
す
。

Q　
商
業
が
近
年
衰
退
す
る
中
、

な
ぜ
、
事
業
費
を
約
５
６
２
万

円
減
額
し
た
の
か
。

A　

当
初
、
町
か
ら
寒
川
駅
北

口
商
店
会
に
補
助
す
る
予
定
だ

っ
た
街
路
灯
設
置
費
の
一
部
が

国
か
ら
直
接
商
店
会
に
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

Q　
今
回
、
勤
労
者
住
宅
資
金

利
子
補
助
事
業
が
国
の
補
助
金

対
象
事
業
と
な
っ
た
理
由

は
。

A　

当
初
、
国
の
補
助
金

は
東
日
本
大
震
災
へ
重
点

的
な
配
分
を
行
う
考
え
方

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
国
か
ら
交
付
内

示
を
受
け
た
た
め
、
補
正

予
算
に
計
上
し
た
も
の
で

す
。

Q　
寄
附
さ
れ
た
、
ま
ち

づ
く
り
寄
附
金
の
使
途
は
。

A　

ま
ち
づ
く
り
寄
附
金

条
例
に
よ
り
、
寄
附
者
の

意
向
に
沿
う
内
容
で
今
後
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

Q　
各
小
学
校
で
体
育
館
非
構

造
部
材
の
耐
震
工
事
費
に
差
が

あ
る
の
は
。

A　

各
校
の
建
築
年
数
に
よ
り

耐
震
工
事
範
囲
が
異
な
る
た
め

で
す
。

Q　
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
は

全
て
終
了
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
今
回
の
補
正
と
の

関
係
は
。
ま
た
、
寒
川
小
学
校

南
棟
の
大
規
模
改
修
工
事
を
一

番
に
し
た
理
由
は
。

A　

各
校
の
耐
震
補
強
工
事
は

終
了
し
て
い
ま
す
が
、
非
構
造

部
材
で
あ
る
外
壁
や
ガ
ラ
ス
、

天
井
機
材
等
の
耐
震
工
事
を
行

う
も
の
で
す
。

　

寒
川
小
学
校
南
棟
の
改
修
工

事
は
計
画
に
基
づ
き
２
カ
年
か

け
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
他
校

も
順
次
計
画
に
基
づ
い
て
行
う

予
定
で
す
。

Q　
寒
川
小
学
校
南
棟
の
改
修

内
容
は
。

A　

外
壁
の
修
繕
や
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
水
道
な
ど
の
水
回
り

工
事
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

第１回定例会３月会議　委員会審査

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
・
９
号
）
が
提
案
さ
れ
、

国
の
補
正
予
算
に
よ
り
予
算
が
確
保
さ
れ
た
寒
川
小
学
校
南
棟
大
規

模
改
修
及
び
各
小
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部
材
耐
震
工
事
追
加
の
ほ

か
、
各
事
業
費
確
定
に
伴
う
更
正
減
、
予
算
総
額
を
約
５
億
１
４
２

０
万
円
追
加
、
最
終
的
に
約
１
４
０
億
３
９
４
８
万
円
と
す
る
こ
と

が
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成25年度一般会計
補正予算の主な内容（第８・９号）

【主な財源（歳入）】
・地方交付税	 2,030万円

・国・県からの補助金など	 2億3,261万円

・まちづくり寄附金	 6,135万円

【主な事業（歳出）】
※寒川小学校南棟大規模改修工事	 2億4,000万円

※各小学校体育館非構造部材耐震工事	 8,000万円

・平成26年度実施事業（地域の元気

　　臨時交付金基金）への積み立て	 1億   800万円

・まちづくり基金への積み立て	 6,135万円

・財源調整のための基金への積み立て	 7,194万円

・障害者総合支援法への

　　制度改正に伴うシステム改修費用	 53万円

（※は26年度に繰り越して実施する事業）

【予算計上済みで、平成26年度予算に繰り越すもの】
・田端スポーツ公園管理棟の建設費	 1,040万円

・道路橋りょう整備事業費	 6,821万円

（万円未満は四捨五入）

平
成
25
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
・
９
号
）

寒
川
小
学
校
南
棟
大
規
模
改
修
及
び

各
小
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部
材

耐
震
工
事
に
３
億
２
千
万
円
追
加

質
　
　
疑

寒川駅北口商店会が設置した街路灯

大規模改修工事予定の寒川小学校南棟



9 さむかわ議会だより　170号

　

平
成
26
年
度
８
月
診
療
分
か

ら
の
通
院
医
療
費
の
助
成
対
象

年
齢
を
満
９
歳
（
小
学
校
３
年

生
）
か
ら
満
12
歳
（
小
学
校
６

年
生
）
ま
で
拡
大
す
る
も
の
で

す
。

Q　
拡
大
し
た
場
合
、
対
象
者

と
費
用
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
増
え

る
の
か
。

A　

平
成
26
年
度
８
月
診
療
分

か
ら
で
す
が
、
約
１
２
０
０
人

増
え
、
費
用
は
約
２
０
０
０
万

円
増
え
る
見
込
み
で
す
。

Q　
今
回
、
所
得
制
限
を
外
す

検
討
は
し
な
か
っ
た
の
か
。

A　

限
ら
れ
た
財
源
で
子
育
て

第１回定例会３月会議　委員会審査

　
３
月
会
議
で
は
、
13
件
の
議
案
が
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
付
託
議
案
の
主
な
内
容
と
質
疑
は
次
の
と
お
り

で
す
。 条

例
の
制
定
・
改
正
な
ど

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
を
拡
大

通
院
医
療
費
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
対
象
に

支
援
施
策
を
進
め
る
中
で
、
個

人
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
適
切

な
負
担
を
し
て
も
ら
う
た
め
に

外
す
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q　
所
得
制
限
を
外
し
た
場
合

の
増
額
分
は
い
く
ら
か
。

A　

拡
大
し
た
費
用
に
加
え
、

約
６
０
０
万
円
増
え
る
予
定
で

す
。

　

歯
及
び
口
腔く

う
が
生
活
習
慣
病

の
予
防
改
善
や
健
康
の
保
持
増

進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
か
ら
、
町
の
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

Q　
条
文
で
町
や
歯
科
従
事
者

な
ど
の
責
務
を
規
定
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

A　

人
材
づ
く
り
と
し
て
、
県

と
連
携
し
て
歯
と
口
腔く

う
の
健
康

づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
、
お
口
の

健
口
体
操
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

Q　
条
例
制
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
、
歯
科
衛
生
士
の
活

用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

A　

乳
幼
児
の
歯
科
健
診
で
口

腔く
う
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
歯
科
衛
生
士
会

等
と
連
携
し
て
研
修
会
に
参
加

し
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

専
門
的
な
知
識
経
験
が
必
要

と
さ
れ
得
る
業
務
や
業
務
量
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
業
務
等
に

つ
い
て
、
任
期
付
職
員
を
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

Q　
喫
緊
で
採
用
す
る
予
定
が

あ
る
の
か
。

A　

す
ぐ
に
採
用
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
任
用
形
態
で
採
用
で
き
る

よ
う
準
備
す
る
も
の
で
す
。

Q　
条
例
制
定
前
は
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
た
の
か
。

A　

定
額
給
付
金
で
は
、
人
材

派
遣
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

Q　
同
一
賃
金
・
同
一
労
働
の

観
点
か
ら
任
期
付
職
員
と
正
規

職
員
で
差
が
で
な
い
か
。

A　

正
規
職
員
と
同
様
で
す
。

Q　
条
例
制
定
さ
れ
る
こ
と
で

本
来
、
正
規
職
員
の
業
務
だ
っ

た
も
の
が
、
任
期
付
職
員
に
置

き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
。

A　

本
条
例
は
、
職
員
数
が

年
々
抑
制
さ
れ
大
幅
な
増
員
が

見
込
め
な
い
中
、
多
様
な
任
用

形
態
を
設
け
、
現
在
の
業
務
等

に
対
応
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
引
き
続
き
、

平
成
26
年
度
も
町
長
、
副
町
長

及
び
教
育
長
の
給
料
月
額
を
減

額
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で

す
。

Q　
減
額
す
る
に
当
た
っ
て
報

酬
審
議
会
は
開
催
し
た
の
か
。

A　

今
回
の
改
正
は
町
長
独
自

で
判
断
し
た
た
め
、
報
酬
審
議

会
は
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

引
き
上
げ
等
に
伴
い
、
製
造
所

等
の
設
置
許
可
等
に
係
る
手
数

料
額
を
一
部
引
き
上
げ
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

Q　
条
例
改
正
に
伴
い
、
手
数

料
額
が
上
が
る
が
、
町
の
事
業

者
は
該
当
す
る
の
か
。

A　

町
内
で
影
響
を
受
け
る
事

業
者
は
い
ま
せ
ん
。

歯
及
び
口
腔く
う

の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
制
定

一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
制
定

危
険
物
製
造
所
等
の

手
数
料
額
を
一
部
改
正

給
料
月
額
を

町
長
20
％
減
額

副
町
長
10
％
減
額

教
育
長
10
％
減
額

乳幼児健診の様子

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑
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国
の
法
改
正
に
伴
い
、
文
部

科
学
省
令
で
定
め
る
社
会
教
育

委
員
の
委
嘱
基
準
を
参
酌
し
、

条
例
に
追
加
す
る
た
め
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

Q　
委
嘱
基
準
は
、
社
会
教
育

法
に
規
定
さ
れ
て
い
た
基
準
ど

お
り
か
。

A　

法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た

基
準
の
と
お
り
で
、
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Q　
現
在
委
嘱
さ
れ
て
い
る
10

人
の
内
訳
は
。

A　

学
校
教
育
関
係
者
２
名
、

社
会
教
育
関
係
者
３
名
、
家
庭

教
育
の
向
上
に
資
す
る
方
１
名
、

学
識
経
験
者
３
名
、
公
募
者
１

名
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
プ
ー
ル
の
床
板

隆
起
に
よ
り
運
営
を
休
止
し
、

今
後
の
施
設
の
あ
り
方
等
を
総

合
的
に
検
討
す
る
た
め
、
条
例

を
停
止
し
、
条
例
の
効
力
が
働

か
な
い
よ
う
に
制
定
す
る
も
の

で
す
。

Q　
今
後
、
近
い
将
来
再
開
す

る
方
向
で
検
討
す
る
の
か
。

A　

プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
が
、
基
本
的
な
方
向
性
は

平
成
26
年
度
中
に
出
し
て
い
き

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
等
の
被
害
や

前
々
か
ら
の
地
盤
沈
下
に
よ
る

建
物
の
傾
斜
な
ど
に
よ
り
、
利

用
者
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
な

い
た
め
、
施
設
用
途
を
廃
止
し
、

併
せ
て
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

Q　
老
人
憩
の
家
を
取
り
壊
し

た
後
の
跡
地
は
。

A　

借
地
部
分
は
農
地
に
復
元

し
て
地
権
者
に
返
す
予
定
で
す
。

　

町
有
地
部
分
の
活
用
策
は
今

後
、
検
討
し
ま
す
。

Q　
休
館
中
の
代
替
え
措
置
で

あ
っ
た
体
育
館
の
サ
ウ
ナ
利
用

等
は
、
利
用
で
き
る
の
か
。

A　

代
替
え
措
置
は
、
今
後
も

利
用
で
き
る
よ
う
要
綱
を
改
正

し
ま
し
た
。

Q　
老
人
憩
の
家
の
建
設
費
の

起
債
は
終
了
し
た
の
か
。

A　

あ
と
約
２
年
で
完
済
す
る

予
定
で
す
。

　

土
地
所
有
者
か
ら
の
借
地
解

消
依
頼
や
寒
川
駅
北
口
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
に
一

定
の
目
処
が
た
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
当
事
務
所
を
４
月
１
日
か

ら
役
場
本
庁
舎
に
移
転
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

Q　
借
地
は
、
更
地
に
し
て
返

還
す
る
の
か
。

A　

建
物
を
除
却
し
て
更
地
に

し
て
返
還
し
ま
す
。

Q　
地
権
者
か
ら
の
借
地
返
還

は
前
々
か
ら
あ
っ
た
の
か
。

A　

土
地
利
用
を
図
り
た
い
と

の
意
向
が
１
年
程
前
に
あ
り
、

こ
の
時
期
に
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

消
防
組
織
法
の
改
正
に
伴
い
、

政
令
で
定
め
て
い
た
各
基
準
を

参
酌
し
、
条
例
で
定
め
る
も
の

で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
①
保
険
料

の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課

限
度
額
及
び
介
護
納
付
金
賦
課

限
度
額
を
各
２
万
円
引
き
上
げ

る
②
保
険
料
軽
減
判
定
の
所
得

基
準
を
見
直
し
、
対
象
者
の
拡

大
を
図
る
た
め
改
正
す
る
も
の

で
す
。

Q　
今
回
の
見
直
し
に
伴
う
国

か
ら
の
補
助
は
。

A　

賦
課
限
度
額
の
変
更
は
対

象
者
の
範
囲
が
変
わ
る
も
の
な

の
で
、
見
直
し
に
伴
う
補
助
は

あ
り
ま
せ
ん
。
２
点
目
の
保
険

料
軽
減
分
の
対
象
者
拡
大
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
か
ら
補
助
を

受
け
ま
す
。

　

国
の
法
改
正
に
伴
い
、
消
防

団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め

非
常
勤
消
防
団
員
と
し
て
５
年

以
上
勤
務
し
た
者
が
退
職
す
る

場
合
に
、
階
級
や
勤
務
年
数
に

応
じ
て
支
給
す
る
退
職
報
償
金

を
一
律
５
万
円
引
き
上
げ
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

Q　
今
回
の
改
正
内
容
は
、
消

防
団
員
の
加
入
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
周
知
す
べ
き
で
は
。

A　

消
防
団
員
募
集
時
の
広
報

に
合
わ
せ
周
知
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

寒
川
駅
周
辺
整
備

事
務
所
を
移
転

消
防
団
員
の
退
職

報
償
金
を
引
き
上
げ

消
防
長
・
消
防
署
長
の

資
格
基
準
を
定
め
る

国
民
健
康
保
険
料
条
例

の
一
部
改
正

社
会
教
育
委
員
の

委
嘱
基
準
を
条
例
に

町
営
プ
ー
ル
条
例
の
停

止
に
関
す
る
条
例
制
定

老
人
憩
の
家
条
例を

廃
止 運営休止中の町営プール

取り壊し予定の老人憩の家

本庁舎移転前の寒川駅周辺整備事務所

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑
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第１回定例会３月会議　陳情・意見書

陳　　情　　名 委員会の付託先と審査結果 本会議採決

手話言語法制定について国への意見書提出を求める陳情書
【付 託 先】　文教福祉常任委員会
【審査結果】　全会一致で採択

採　択

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書の提出に関す
る陳情

【付 託 先】　総務常任委員会
【審査結果】　審査継続中

―

要支援者に対する介護予防給付継続と利用者負担増中止を
求める陳情書

【付 託 先】　文教福祉常任委員会
【審査結果】　賛成少数で不採択

不採択

原発から再生可能エネルギーへの推進とエネルギー政策の
転換を求める陳情書

【付 託 先】　建設経済常任委員会
【審査結果】　審査継続中

―

小児医療費の助成年齢の引き上げについての陳情
【付 託 先】　文教福祉常任委員会
【審査結果】　賛成少数で不採択

不採択

　３月会議では陳情５件を各委員会で審査し、１件が採択となりました。

を審査しました陳情

意見書 ３月会議では意見書案１件を可決し、国など関係機関へ送付しました

「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書

　手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自の語
ご

彙
い

や文法体系を有している
言語であり、ろう者が日常生活を営む上で大切な情報獲得とコミュニケーションの手段となっている。
　平成 18 年に国際連合総会で採択された障害者の権利に関する条約第２条には、言語を「音声言語及び手話そ
の他の形態の非音声言語」と定義し、手話が言語として国際的に認知された。
　日本政府においても、障害者の権利に関する条約の批准に向けて国内法の整備を進め、平成 23 年８月に改正
された障害者基本法第３条には、「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための
手段についての選択の機会が確保される」と定められ、手話は言語に含まれていることが明記された。
　さらに、同法第 22 条では国・地方公共団体に対して情報の利用におけるバリアフリー化等を義務づけている
ことから、手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもなどが手話を身につけ、
手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及、研究することのできる環境の整備を国として
実現する必要がある。
　よって、国会及び政府におかれては、上記の内容を踏まえた「手話言語法（仮称）」を制定されるよう強く要
望する。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　平成 26 年３月 20 日

神奈川県高座郡寒川町議会
議　長　　杉　﨑　隆　之

提出先）衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・文部科学大臣・厚生労働大臣



12さむかわ議会だより　170号

　

公
共
施
設
の
必
要
な
修
繕
が

先
延
ば
し
に
な
ら
な
い
よ
う
一

定
割
合
を
予
算
化
す
べ
き
と
考

え
る
。

　

①
一
之
宮
小
学
校
の
外
壁
に

鉄
筋
が
爆
裂
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
落
ち
、
鉄
筋
が
見
え
て
い
る

箇
所
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
剥

離
の
箇
所
も
あ
る
。
日
常
的
に

修
繕
が
必
要
な
の
に
予
算
化
さ

れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

②
亀
裂
以
外
に
も
表
面
塗
装

が
痛
み
、
防
水
の
低
下
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
面
か
ら
水
が
入
り
錆

び
や
す
く
な
る
。
壁
面
の
状
況

等
か
ら
も
塗
り
替
え
時
期
は
把

握
で
き
る
。
計
画
的
に
大
規
模

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
３

年
が
経
過
し
、
震
災
直
後
の
高

ま
っ
た
防
災
や
災
害
時
対
応
の

意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
は
近
年
の
異
常

気
象
に
よ
り
、
町
も
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
大
雪
等
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
。
町
民
の
安
心
・
安
全
、

生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
は
町

の
責
務
で
あ
り
、
再
度
、
防
災

対
策
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
必

要
が
あ
る
。

　

①
町
で
は
地
域
防
災
計
画
を

修
繕
を
行
う
に
し
て
も
、
そ
の

前
に
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
予

算
を
担
当
す
る
企
画
政
策
部
は

そ
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
既
存
不

適
格
に
つ
い
て
は
安
全
対
策
を

す
べ
き
で
は
。

　

④
２
月
に
開
催
さ
れ
た
、
子

ど
も
議
会
で
学
校
の
椅
子
・
机

の
不
具
合
が
指
摘
さ
れ
た
。
備

品
へ
の
対
応
は
十
分
か
。

　

⑤
耐
震
補
強
後
の
耐
用
年
数

は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

⑥
長
寿
命
化
に
は
日
常
の
修

繕
が
必
要
で
あ
る
。
毎
年
、
施

設
の
規
模
に
見
合
っ
た
修
繕
費

の
予
算
を
確
保
す
べ
き
で
は
。

　

町
長　

⑥
修
繕
費
と

し
て
、
一
定
額
の
予
算

化
は
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
緊
急
性
が
あ
る
も

の
を
優
先
し
て
い
る
現

状
で
す
。
危
険
箇
所
除

去
の
観
点
か
ら
、
今
後

は
で
き
る
限
り
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

策
定
し
て
い
る
が
、
町
民
や
企

業
へ
は
浸
透
し
て
い
る
の
か
。

　

②
「
家
族
防
災
会
議
の
日
」

を
学
校
で
指
導
し
、
子
ど
も
を

通
じ
周
知
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

③
９
月
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
２

月
の
大
雪
を
受
け
て
町
の
対
応

と
今
後
の
対
策
は
。

　

④
防
災
計
画
や
協
定
は
実
効

性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
ど
の
よ
う
に
持
た
せ

て
い
く
の
か
。

　

⑤
「
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関

す
る
法
律
」
の
制
定
を
受
け
、

消
防
団
へ
の
加
入
促
進
を
図

り
、
組
織
の
充
実
に
努
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

町
長　

①
食
糧
や
備
蓄
品
、

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
な
ど
を

ま
と
め
た
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ

り
、
町
民
の
責
務
で
あ
る
自
助

意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
防
災
協
定
を
締
結

し
て
い
る
企
業
、
団
体
を
対
象

に
全
体
会
議
を
開
催
し
、
防
災

対
策
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま

　

企
画
政
策
部
長

　

①
②
緊
急
を
要

す
る
も
の
は
、
当

該
年
度
で
予
算
化

し
補
修
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
通
常
、
各
担
当
課
が
現

状
を
把
握
し
て
、
予
算
を
要
求

し
、
そ
れ
ら
を
鑑
み
て
予
算
に

反
映
し
て
い
ま
す
。

　

⑤
耐
震
補
強
工
事
は
基
本
的

に
利
用
年
数
を
延
長
す
る
工
事

で
す
が
、
資
本
的
支
出
と
し
て
、

起
債
対
象
に
な
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
起
債
償
還
年
数
は
、
施

設
整
備
の
償
却
年
数
を
も
と
に

定
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
起
債
償

還
年
数
が
耐
用
年
数
の
延
長
期

間
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

③
本
庁
舎
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
平
成
27
年
度

に
予
算
化
し
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
町
内

16
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
個

別
に
そ
の
状
況
や
耐
用
年
数
を

踏
ま
え
、
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
次
長　

④
児
童
生
徒
に

は
、
大
切
に
使
用
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
順
次

入
れ
替
え
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
で
き
る
限
り
予
算
確
保

に
努
め
ま
す
。

す
。
今
後
も
計
画

が
浸
透
す
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

③
大
雪
で
は
町
の
対
応
が
十

分
で
は
な
く
反
省
し
て
い
ま
す
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
大
雪
で
学
ん
だ

多
く
の
経
験
、
反
省
点
を
教
訓

と
し
、
今
後
の
防
災
対
策
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

⑤
団
員
の
加
入
促
進
に
つ
い

て
は
、
各
分
団
と
連
携
を
密
に

し
、
自
治
会
や
町
内
事
業
者
の

協
力
も
得
な
が
ら
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

教
育
長　

②
学
校
教
育
の
重

点
と
し
て
、
防
災
意
識
を
高
め

る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

各
学
校
の
防
災
訓
練
等
の
機
会

に
家
族
防
災
会
議
の
日
を
指
導

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

④
総
合
防

災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
等
の

活
動
を
通
し
て
実
効
性
を
持
た

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

消
防
長　

⑤
消
防
団
員
が
安

全
に
災
害
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

装
備
や
資
機
材
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
消
防
団
へ
の
教
育

訓
練
の
充
実
強
化
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

一般質問　議員14人が町政を問う ■

三堀　清廣 議員

佐藤　正憲 議員

公
共
施
設
の
修
繕
費

　
　
　
　

計
画
的
な
予
算
化
を

防
災
力
の
強
化
を
図
れ

壁面が一部剥離している校舎

町消防操法大会
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平
成
21
年
度
か
ら
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
対
象
者
に
配
付
し
、
受
診

率
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
。
こ

の
制
度
に
よ
り
30
％
ま
で
受
診

率
は
向
上
し
て
き
た
も
の
の
、

国
の
目
標
で
あ
る
50
％
を
目
指

す
た
め
個
別
受
診
勧
奨
「
コ
ー

ル
・
リ
コ
ー
ル
」
を
新
た
な
対

策
と
し
て
講
じ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
で

検
診
の
案
内
を
す
る
の
が
コ
ー

ル
で
あ
り
、
受
診
し
な
か
っ
た

　

２
月
の
大
雪
は
観
測
史
上
初

の
記
録
的
な
積
雪
で
、
日
常
生

活
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
た
。

　

関
東
・
甲
信
越
地
方
の
高
速

道
路
や
主
要
道
路
は
大
雪
の
た

め
車
両
が
通
行
で
き
な
く
な
り
、

交
通
網
が
寸
断
さ
れ
孤
立
地
域

が
出
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
町
内

で
も
30
セ
ン
チ
以
上
積
雪
し
た

場
所
も
見
受
け
ら
れ
、
物
流
が

止
ま
り
買
い
物
も
十
分
に
で
き

な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
町
の
対

応
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
問
う
。

　

①
記
録
的
積
雪
に
対
し
て
、

町
が
行
っ
た
対
策
は
。

方
に
手
紙
や
電
話
で
再
度
受
診

を
促
す
の
が
リ
コ
ー
ル
で
あ
る
。

町
も
受
診
率
を
上
げ
、
働
く
世

代
の
女
性
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
、
積

極
的
に
働
き
か
け
る
き
め
細
や

か
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
を
問
う
。

　

①
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
受
診
率
の
推
移
は
。

　

②
未
受
診
者
へ
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
再
配
付
と
コ
ー
ル
・
リ

コ
ー
ル
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　

③
新
た
な
対
象
者
へ
の
取

り
組
み
は
。

　

④
大
腸
が
ん
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
実
施
継
続
の
考
え
は
。

　

⑤
リ
コ
ー
ル
す
る
際
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
今
後

の
対
策
に
生
か
せ
な
い
か
。

　

町
長　

①
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
付
前
、

平
成
20
年
度
の
受
診
率

７
・
７
％
に
対
し
、
平
成
24

年
度
受
診
率
は
10
・
８
％
で

す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
付

　

②
記
録
的
積
雪
を
災
害
と
し

て
捉
え
て
い
た
の
か
。

　

③
町
民
へ
は
ど
の
よ
う
に
周

知
し
た
の
か
。
ま
た
、
災
害
時

要
援
護
者
対
策
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
た
の
か
。

　

④
除
雪
対
策
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
た
の
か
。

　

町
長　

①
事
前
の
対
策
と
し

て
、
災
害
対
策
本
部
会
議
を
設

置
し
町
有
施
設
の
安
全
対
策
の

徹
底
と
、
除
雪
作
業
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
す
る

よ
う
指
示
し
ま
し
た
が
、
結
果

と
し
て
町
の
対
応
は
不
十
分
で

あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

②
大
雪
の
気
象
情
報
を
得
た

当
初
の
段
階
か
ら
災
害
と
の
認

識
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
不
要
な
外
出
を
控
え
て

い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
ま
し
た
。

ま
た
、
要
援
護
者
の
方
に
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ

ん
が
日
頃
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
見
守
り
活
動
の
中
で
安
否
確

認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
、
平
成
20
年
度

受
診
率
12
・
１
％

に
対
し
、
平
成
24

年
度
受
診
率
は

15
・
４
％
で
い
ず
れ
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

②
乳
が
ん
検
診
40
歳
及
び
子

宮
頸
が
ん
20
歳
の
方
に
コ
ー

ル
・
リ
コ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

③
平
成
26
年
度
も
検
診
対
象

年
齢
の
初
年
度
と
な
る
乳
が
ん

検
診
40
歳
及
び
子
宮
頸
が
ん
検

診
20
歳
の
方
を
対
象
に
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
配
付
を
実
施
し
ま
す
。

　

健
康
子
ど
も
部
長　

②
未
受

診
者
へ
の
ク
ー
ポ
ン
券
再
配
付

は
行
い
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
受

診
機
会
が
訪
れ
る
方
へ
の
受
診

勧
奨
は
強
化
し
て
行
い
ま
す
。

　

③
検
診
の
結
果
に
よ
っ
て
は

精
密
検
査
の
未
受
診
者
へ
個
別

案
内
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

④
平
成
26
年
度
も
同
様
に
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　

⑤
平
成
26
年
度
か
ら
リ
コ
ー

ル
の
際
に
未
受
診
者
へ
ア
ン
ケ

ー
ト
を
同
封
し
現
状
把
握
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

④
最
初
に
救
急

車
が
病
院
に
入
る

た
め
の
進
入
路
の

確
保
を
実
施
し
、

次
に
寒
川
建
設
業
協
会
に
幹
線

道
路
の
除
雪
を
要
請
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計

画
の
進
め
方
を
問
う
　

　

施
政
方
針
に
「
計
画
的
な
修

繕
や
改
修
整
備
を
図
る
た
め
、

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画

に
基
づ
き
公
共
施
設
の
更
新
、

統
廃
合
、
長
寿
命
化
な
ど
を
し

て
い
く
」
と
あ
る
。

　

①
今
後
の
進
め
方
は
。

　

②
対
象
と
な
る
建
築
物
と
対

象
箇
所
数
は
。
ま
た
、
そ
の
優

先
順
位
は
。

　

町
長　

①
国
の
指
針
を
参
考

に
し
な
が
ら
「
町
公
共
施
設
維

持
管
理
基
礎
調
査
結
果
」
を
活

用
し
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

②
町
役
場
・
教
育
施
設
な
ど

79
カ
所
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、

道
路
・
橋
り
ょ
う
等
が
対
象
で

す
。
計
画
策
定
の
中
で
、
施
設

の
重
要
度
、
劣
化
度
を
鑑
み
優

先
度
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

太田真奈美 議員

山田　政博 議員

コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
で
女
性
の

　
　
　

が
ん
検
診
推
進
強
化
を

記
録
的
な
大
雪

　

町
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た
か

がん検診　無料クーポン券

記録的な大雪（倉見地内）
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施
政
方
針
か
ら
、
寒
川
駅
北

口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
問
う
。

　

①
仮
換
地
指
定
率
、
建
物
移

転
率
と
も
98
％
を
超
え
、
面
整

備
も
最
終
段
階
に
入
っ
た
。
街

区
の
様
相
が
整
い
、
町
民
は
そ

れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
ま

ち
づ
く
り
に
期
待
し
て
い
る
。

町
長
は
施
政
方
針
で
、
こ
の
地

域
を
「
町
の
顔
」
と
位
置
付
け
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
整
備

を
進
め
る
と
言
う
が
、
ど
ん
な

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
で
は
、
子
育
て
世
帯
に
合
っ

た
保
育
の
必
要
性
と
保
育
時
間

の
認
定
が
行
わ
れ
る
が
、
保
護

者
の
就
労
状
況
で
保
育
に
差
が

生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
な
審
議
を
行
う
子

ど
も
子
育
て
会
議
で
は
、
格
差

の
な
い
保
育
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
、
次

の
点
を
問
う
。

　

①
児
童
福
祉
法
第
24
条
第
１

項
「
市
町
村
が
保
育
を
実
施
す

る
」
第
２
項
「
親
が
直
接
契
約

町
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、
こ

れ
か
ら
が
本
当
の
ま
ち
づ
く
り

で
は
な
い
か
と
思
う
。
に
ぎ
わ

い
と
活
力
を
醸
し
出
す
具
体
策

は
あ
る
の
か
。

　

②
町
有
地
で
あ
る
複
合
施
設

建
設
予
定
地
に
な
ぜ
仮
換
地
の

指
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
複
合
施
設
の
あ
り
方
を

町
長
は
、
ど
う
認
識
し
て
い
る

の
か
。
事
業
の
最
終
段
階
で
、

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
と
は

誰
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。

議
会
や
特
別
委
員
会
な
ど
に

も
報
告
が
な
い
と
い
う
行
為

は
議
会
軽
視
で
あ
り
、
町
民

軽
視
に
も
つ
な
が
る
。
町
民

に
対
し
、
し
っ
か
り
と
説
明

責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

町
長　

①
中
心
市
街
地
の

拠
点
と
し
て
、
町
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く

り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店

街
の
形
成
、
そ
し
て
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

す
る
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
の

責
任
主
体
は
ど
こ
か
。

　

②
県
の
認
可
基
準
と
町
の
確

認
基
準
と
い
う
保
育
の
二
重
基

準
が
心
配
さ
れ
る
。
保
育
の
基

準
を
ど
う
定
め
て
い
く
の
か
。

　

町
長　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
策
定
に
向
け
た
ニ

ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
分

析
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。
分

析
結
果
を
も
と
に
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
で
審
議
さ
れ
、
そ
の

後
、
計
画
を
決
定
し
て
い
く
予

定
で
す
。
こ
の
制
度
が
円
滑
に

進
む
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
子
ど
も
部
長　

①
保
育

所
で
の
保
育
は
市
町
村
が
実
施

義
務
を
負
う
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
育
所
以
外
の
す

べ
て
の
保
育
に
つ
い
て
も
市
町

村
の
調
整
の
も
と
で
契
約
す
る

手
順
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
第
１
項
、
第

２
項
と
も
責
任
主
体
は
町
に
あ

る
と
判
断
し
ま
す
。

　

②
国
か
ら
詳
細
な
基
準
が
示

さ
れ
た
段
階
で
よ
く
精
査
し
対

　

②
複
合
施
設
建

設
予
定
地
に
関
す

る
議
会
対
応
は
事

前
調
整
が
不
足

し
、
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　

複
合
施
設
は
駅
周
辺
の
活
力

あ
る
交
流
の
場
と
す
る
た
め
、

集
客
力
の
高
い
機
能
を
有
す
る

こ
と
で
活
性
化
に
寄
与
す
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
施
設
を
具

体
的
に
検
討
す
る
時
は
議
会
や

町
民
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

①
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
は
行
政
だ
け
で
な

く
、
商
店
街
、
商
工
会
、
観
光

協
会
等
と
の
連
携
、
そ
し
て
町

民
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

現
在
、
北
口
商
店
街
を
中
心

と
し
た
寒
川
駅
北
口
地
区
商
業

活
性
化
委
員
会
で
、
に
ぎ
わ
い

創
出
の
検
討
を
行
い
、
町
内
外

の
商
業
者
の
方
々
が
出
店
し
た

い
と
思
う
魅
力
あ
る
町
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

拠
点
づ
く
り
部
長　

②
一
日

も
早
い
事
業
完
了
を
目
指
す
中
、

ど
う
し
て
も
複
合
施
設
建
設
予

定
地
の
一
部
と
別
の
仮
換
地
と

の
交
換
を
す
る
以
外
に
良
い
方

法
が
な
く
、
苦
渋
の
決
断
に
よ

り
行
い
ま
し
た
。

応
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
と
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
の
関
わ
り
は
　

　

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
は

現
在
、
悉し

っ
皆か

い
調
査
で
行
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
学

力
問
題
が
注
目
さ
れ
、
本
来
の

教
育
目
的
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
の
本
質
は
、
先
生
と

生
徒
児
童
が
一
緒
に
な
っ
て
授

業
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
町
の
考
え
は
。

　

教
育
長　

全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
の
目
的
は
、学
力
や
学
習

状
況
を
把
握・分
析
す
る
こ
と
と
、

学
校
に
お
け
る
教
育・指
導
等
の

充
実
や
学
習
状
況
の
改
善
等
に

役
立
て
る
と
あ
り
ま
す
。町
の
学

校
教
育
は
知・徳・体
の
調
和
の
と

れ
た
人
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。学
力
向
上
に
つい
て
は
、少

し
ず
つ
改
善
が
見
ら
れ
て
お
り
、

各
小・中
学
校
で
は
、児
童
生
徒

が
自
ら
考
え
る
こ
と
を
重
視
し

た
、学
び
本
来
の
姿
を
大
切
に
す

る
授
業
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

細川　京三 議員

喜多村　出 議員

寒
川
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り

　

町
の
顔
と
し
て
目
指
す
姿
は

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　

格
差
の
な
い
保
育
を
望
む

※�
悉し
っ

皆か
い

調
査
＝
余
す
こ
と
な
く
全
員
を
調
査
す
る
こ
と
。

寒川駅北口駅前広場
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
全

世
代
が
協
力
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自

治
基
本
条
例
に
は
「
町
民
と
町

は
、
子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
、
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
努
め
る
」
と
あ
る
。
若

い
世
代
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に

は
若
い
う
ち
か
ら
自
治
や
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
醸
成

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

①
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

　

町
長
が
施
政
方
針
で
示
し
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
に
は
、
行
政
と
町
民
の
役
割

分
担
と
責
任
を
明
確
化
し
、
町

民
主
体
の
自
治
の
実
現
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
、
町
民
と
の
協
働
事
業
の

達
成
、
実
効
力
の
あ
る
事
業
に

な
る
と
考
え
る
。

　

①
町
民
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
協

働
事
業
に
は
、
行
政
と
町
民
の

役
割
分
担
が
明
確
化
さ
れ
て
い

る
か
。

　

②
町
民
が
協
働
事
業
に
参
画

す
る
上
で
は
、
必
要
な
情
報
や

加
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
課
題
は
。

　

②
協
働
の
人
づ
く
り
に
対
す

る
教
育
現
場
の
考
え
は
。

　

③
子
ど
も
議
会
の
現
状
は
。

　

④
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
と
町
事
業
と
の
関
わ
り
は
。

　

⑤
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
が
各
担
当
課
で
展
開
さ
れ
て

お
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
さ
れ

て
い
な
い
。
各
担
当
課
に
関
連

す
る
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

町
長　

①
将
来
の
町
を
担
う

若
い
方
の
意
見
は
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、中
・

高
校
生
を
対
象
に
「
あ
な
た
が

描
く
未
来
の
寒
川
」
を
テ
ー
マ

に
懇
談
会
を
開
催
し
、
ま
た
、

子
育
て
中
の
母
親
を
中
心
に
子

育
て
し
や
す
い
環
境
に
つ
い
て

も
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

⑤
設
置
が
有
効
で
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
設
置
に
向
け

て
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

連
携
で
き
る
拠
点
が
必
要
と
考

え
る
が
。

　

町
長　

②
行
政
と
活
動
団
体

相
互
が
活
発
に
情
報
交
換
で
き

る
拠
点
や
仕
組
み
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
の
中
で
活
動
団
体
に
対
し
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
今
後
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
部
長　

①
ま
ち
ぐ
る
み

美
化
運
動
や
み
ん
な
の
花
火
で

は
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

中
に
は
明
確
化
が
難
し
い
事
業

も
あ
り
ま
す
。
役
割
分
担
を

明
確
化
す
る
必
要
が
生
じ
た

事
業
に
は
、
町
民
と
話
し
合

い
の
中
で
、
よ
り
よ
い
成
果

や
効
果
を
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

②
現
在
、
団
体
や
町
民
の

支
援
を
行
う
拠
点
は
な
く
、

公
民
館
等
で
同
機
能
を
補
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
今
後

は
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理

計
画
策
定
の
中
で
、
同
機
能

　

教
育
長　

②

小
・
中
学
校
は
、

人
づ
く
り
の
基
礎

を
育
て
る
大
切
な

時
期
と
考
え
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
、
社
会
の
ル
ー

ル
、
思
い
や
る
気
持
ち
、
協
力

す
る
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

こ
れ
は
将
来
、
協
働
の
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
部
長　

①
若
者
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
参
画
意
識
を

ど
う
醸
成
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い

く
か
が
課
題
で
す
。

　

健
康
子
ど
も
部
長　

③
小
学

６
年
生
を
対
象
に
議
会
の
模
擬

体
験
を
通
じ
、
議
会
活
動
、
議

会
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
機
会

と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
未
来
に
役
立
つ
体
験
が

で
き
た
と
好
評
で
す
。

　

④
中
学
生
以
上
を
対
象
に
募

集
し
て
お
り
、
仲
間
づ
く
り
、

青
少
年
関
係
団
体
へ
の
協
力
及

び
地
域
社
会
へ
の
参
加
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
ま
つ
り
な
ど
で
は
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

の
位
置
付
け
を
検

討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
齢
者
が
地
域
で
活
躍

で
き
る
介
護
施
策
を

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
老
老
介

護
が
増
え
て
い
く
中
、
高
齢
者

が
健
康
を
保
ち
、
地
域
の
中
で

元
気
に
活
躍
で
き
る
施
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

高
齢
者
が
介
護
を
す
る
際
に

は
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
逆
に

受
け
る
時
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を

使
え
る
施
策
や
、
介
護
を
受
け

る
状
態
に
な
ら
な
い
時
は
介
護

保
険
料
を
軽
減
で
き
る
よ
う
な

施
策
を
展
開
す
べ
き
で
は
。

　

町
長　

地
域
の
元
気
な
高
齢

者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
知
識

と
経
験
を
生
か
し
た
事
業
や
活

動
に
対
す
る
支
援
等
へ
の
対
応

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

介
護
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
前
々
か

ら
の
検
討
課
題
で
あ
り
、
今
後
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
見
直

し
に
合
わ
せ
て
、
検
討
項
目
の

１
つ
と
し
て
協
議
し
ま
す
。

吉田　悟朗 議員

佐藤　一夫 議員

若
者
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

実
効
性
の
あ
る
事
業
展
開
を

役
割
分
担
を
明
確
化
し

　

実
効
性
の
あ
る
協
働
事
業
に

子ども議会

まちづくり推進会議
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町
の
現
状
は
、
高
齢
化
の
進

展
と
と
も
に
人
口
が
減
少
し
、

財
政
の
悪
化
に
加
え
町
の
活
力

も
失
い
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

町
長
の
来
年
度
施
政
方
針
か
ら

は
、
そ
の
改
善
策
が
見
え
て
こ

な
い
。
そ
こ
で
、
問
う
。

　

①
町
長
は
、
寒
川
町
を
ど
の

よ
う
な
町
に
し
た
い
の
か
。

　

②
近
隣
市
の
人
口
が
増
加
し

て
い
る
中
、
寒
川
町
は
減
少
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

　

③
町
に
活
力
を
生
み
出
し
、

財
政
も
豊
か
に
す
る
方
策
と
し

　

「
平
成
26
年
度
施
政
方
針
」

に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
問
う
。

　

①
施
政
方
針
は
、
「
景
気
は
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と

す
る
一
方
、
「
地
域
経
済
へ
の

影
響
ま
で
は
未
だ
実
感
で
き
る

も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
国
の
景
気
回
復
の
流
れ
を
、

ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
経
済
・

町
の
経
済
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
。

　

②
創
設
に
向
け
検
討
す
る
と

あ
る
「
住
民
提
案
制
度
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

③
町
民
へ
の
情
報
提
供
に
関

し
、
広
報
を
読
み
や
す
く
す
る

て
、
生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
勤
労
者
対
策
と
少

子
化
対
策
と
な
る
子
育
て
支
援

策
は
。

　

④
転
入
者
が
家
を
建
て
る
支

援
策
と
し
て
、
新
築
助
成
制
度

や
固
定
資
産
税
減
免
制
度
等
を

提
案
す
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　

⑤
人
口
増
加
策
の
ハ
ー
ド
面

の
施
策
と
し
て
、
町
に
は
三
つ

の
拠
点
づ
く
り
計
画
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
と
残
さ

れ
た
課
題
は
。

　

⑥
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画
が
進

ん
で
い
な
い
。
改
善
策
は
。

　

町
長　

①
豊
か
な
自
然
と
温

暖
で
住
み
よ
い
環
境
の
中
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全

て
の
人
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
し
、
地
域
社
会
全
体
が
活
力

に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

②
交
通
利
便
性
や
大
型
商
業

と
と
も
に
、
「
新
た
な
情
報
提

供
媒
体
」
を
研
究
す
る
と
あ
る
。

「
新
た
な
情
報
提
供
媒
体
」
と

は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　

④
施
政
方
針
の
最
後
に
あ
る

「
地
域
力
」
と
い
う
言
葉
は
、

昨
年
度
の
施
政
方
針
に
は
な
く
、

今
年
度
初
め
て
登
場
し
た
言
葉

で
あ
る
。
こ
の
「
地
域
力
」
と

は
何
か
。
ま
た
、
「
町
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
、
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。

　

町
長　

①
地
域
の
優
位
性
を

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、

行
政
の
枠
組
み
を
超
え
た
取
り

組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
都
市
間
競
争
を
勝

ち
抜
く
た
め
に
藤
沢
市
、
茅
ヶ

崎
市
と
の
２
市
１
町
間
で
湘
南

広
域
産
業
振
興
戦
略
を
策
定

し
、
産
業
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
が
み
縦
貫
道
路
の
全
線
開
通

と
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区

と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
適
切
に

捉
え
て
、
産
業
誘
致
へ
の
取
り

集
積
地
の
創
出
な

ど
、
民
間
活
力
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
不
十
分
な
こ
と

が
要
因
と
考
え
ま
す
。

　

③
平
成
26
年
度
は
、
勤
労
者

対
策
で
は
個
人
住
宅
取
得
奨
励

事
業
に
よ
り
持
ち
家
促
進
を
図

り
、
子
育
て
支
援
対
策
で
は
小

児
医
療
費
助
成
事
業
の
対
象
年

齢
拡
大
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　

総
務
部
長　

④
税
負
担
の
公

平
性
や
税
収
確
保
の
観
点
か
ら
、

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

拠
点
づ
く
り
部
長　

⑤
寒
川

駅
北
口
周
辺
地
区
は
終
盤
を
迎

え
、
課
題
は
早
期
の
事
業
完
了

で
す
。
倉
見
新
幹
線
新
駅
誘
致

地
区
は
３
つ
の
骨
格
道
路
の
都

市
計
画
手
続
き
に
取
り
組
み
、

課
題
は
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
新
駅
誘

致
に
関
す
る
前
向
き
な
回
答
を

得
る
こ
と
で
す
。
田
端
西
地
区

は
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
検
討
し

て
お
り
、
課
題
は
個
々
の
地
権

者
の
不
安
払
拭
と
合
意
形
成
で

す
。

　

⑥
地
権
者
の
不
安
を
払
拭
で

き
る
よ
う
協
議
を
重
ね
、
合
意

形
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
考

え
ま
す
。

組
み
を
進
め
、
地

域
経
済
の
エ
ン
ジ

ン
を
回
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

④
地
域
力
と
は
地
域
で
抱
え

る
課
題
を
町
民
自
ら
関
心
を
持

ち
、
参
加
し
、
解
決
す
る
総
合

的
な
力
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
力
こ
そ
町
と
町
民
が
協

働
し
て
つ
く
り
上
げ
る
も
の
で

あ
り
、
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

②
地
域
の

多
様
な
公
共
的
課
題
に
対
し
、

住
民
の
発
想
を
生
か
し
た
提
案

を
募
る
も
の
で
す
。
提
案
者
と

町
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
な
り
、
対
等
な
立
場
の
も
と
、

協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
課
題

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
協
働
の
環

境
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
平
成

26
年
度
中
に
制
度
設
計
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

③
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の

活
用
を
検
討
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
公
共
性
が
高
い
ス
ペ
ー
ス

等
も
活
用
し
て
、
動
画
配
信
が

で
き
る
よ
う
研
究
を
進
め
ま
す
。

早乙女　昭 議員

中川登志男 議員

勤
労
者
対
策
の
充
実
・
強
化
と

　

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
実
現
を
急
げ

平
成
26
年
度
施
政
方
針

　

そ
の
理
念
と
具
体
策
を
問
う

まちづくり懇談会

住宅取得奨励金として交付する寒川町共通商品券
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①
平
成
26
年
度
施
政
方
針
に

掲
げ
た
「
５
つ
の
基
本
目
標
」

の
概
念
は
。

　

②
新
た
な
バ
ス
路
線
開
通
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
海
老
名

市
内
に
開
業
予
定
の
大
型
商
業

施
設
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
町

内
駅
の
接
続
を
提
案
す
る
が
、

ど
う
か
。

　

③
「
５
つ
の
基
本
目
標
」
の

達
成
に
向
け
、
現
状
の
ま
ま
町

長
の
発
信
力
や
組
織
体
制
で
、

本
当
に
目
標
を
達
成
で
き
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。
発
信
力
の
有

無
や
そ
の
影
響
力
、
組
織
体
制
、

　

議
会
で
は
会
議
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
目
指
し
、
平
成
26
年

度
中
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

を
考
え
て
い
る
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
経

費
削
減
や
業
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
効

果
は
大
き
い
と
確
信
し
て
い
る
。

　

①
議
会
提
出
資
料
は
、
年
間

約
10
万
枚
を
超
え
て
い
る
が
、

町
全
体
の
年
間
紙
使
用
量
は
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
時

期
は
、
議
会
と
執
行
機
関
で
同

時
導
入
が
望
ま
し
い
が
、
町
の

考
え
は
。

　

町
長　

②
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

さ
ら
に
は
目
標
達
成
の
手
段
と

プ
ロ
セ
ス
は
。

　

④
発
信
力
を
高
め
る
組
織
と

し
て
、
調
査
、
政
策
立
案
、
広

報
を
一
つ
の
組
織
で
行
う
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
局
の
設
置
を
提

案
す
る
が
、
ど
う
か
。

　

町
長　

①
「
交
通
利
便
性
の

向
上
や
市
街
地
整
備
を
図
り
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」、「
豊

か
な
緑
と
河
川
空
間
を
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
環
境
と
共
生
し

た
潤
い
の
あ
る
ま
ち
」、「
町
民

が
と
も
に
支
え
あ
い
、
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」、「
生
涯
に
わ
た

り
自
由
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性

と
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
、
歴
史

と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
地
域
文

化
を
創
造
す
る
ま
ち
」、「
交
通

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
て
産

業
の
活
性
化
を
図
り
、
寒
川
駅

周
辺
の
生
活
中
心
拠
点
整
備
に

よ
り
商
業
の
活
性
化
を
推
進
す

る
ま
ち
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

③
地
域
に
出
向
き
、
各
機
会

に
伴
う
資
料
の
電
子
化
な
ど
は
、

既
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
会
議
の
導
入
に
向
け
て

は
、
議
会
と
協
力
し
前
向
き
に

調
査
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

総
務
部
長　

①
平
成
24
年
度

の
町
全
体
で
は
、
約
７
２
８
万

５
千
枚
で
す
。

寒
川
神
社
を
中
心
と
し

た
観
光
拠
点
づ
く
り
を

　

町
に
は
、
国
内
で
有
名
な
寒

川
神
社
が
あ
る
が
、
観
光
資
源

と
し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

な
い
。
観
光
行
政
を
推
し
進
め

る
に
は
、
民
間
の
力
も
重
要
だ

が
、
行
政
し
か
担
え
な
い
役
割

が
あ
り
、
昨
年
も
提
案
し
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
を
問
う
。

　

①
こ
れ
か
ら
の
観
光
拠
点
づ

く
り
は
、
広
域
で
の
戦
略
的
な

観
光
地
づ
く
り
と
い
う
発
想
が

必
要
だ
が
、
町
の
考
え
は
。

　

②
県
内
屈
指
の
観
光
拠
点
を

つ
く
る
に
は
、
町
の
指
針
で
あ

る
総
合
計
画
に
単
な
る
「
ま
ち

を
通
じ
情
報
発
信

に
努
め
て
い
ま
す

が
、
私
の
発
信
力

は
事
業
推
進
の
重

要
な
要
素
と
な
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
は
「
寒
川
の
売
り
」
を
意

識
し
て
い
き
ま
す
。

　

組
織
体
制
は
、
効
率
的
、
効

果
的
、
わ
か
り
や
す
さ
の
観
点

か
ら
平
成
25
年
４
月
に
再
編
し

ま
し
た
。
横
断
的
な
連
携
を
行

い
、
着
実
な
事
業
推
進
を
し
て

い
き
ま
す
。
目
標
達
成
手
段
と

し
て
は
、
地
域
と
情
報
共
有
を

図
り
、
町
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な

把
握
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
な

手
段
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

④
現
在
は
、
企
画
政
策
部
が

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
と

い
っ
た
も
の
の
検
討
を
効
率
的
、

効
果
的
な
組
織
の
見
直
し
を
含

め
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

②
寒
川
駅

と
海
老
名
駅
を
結
ぶ
バ
ス
路
線

の
平
成
26
年
度
中
の
実
現
に
向

け
、
調
整
や
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
型
商
業
施
設

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
情
報
収
集
し
て
い
き
ま
す
。

歩
き
」
と
い
う
よ

う
な
表
現
で
は
な

く
、
寒
川
神
社
を

活
用
す
る
明
確
な

計
画
を
入
れ
込
む
べ
き
と
考
え

る
が
。

　

町
長　

①
寒
川
神
社
の
参
拝

客
を
地
域
経
済
に
結
び
つ
け
る

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
地
域
に
も
た
ら
す
効
果

は
未
知
数
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
観
光
拠
点
づ
く

り
に
よ
る
町
の
発
展
の
可
能
性
、

住
民
生
活
の
向
上
へ
の
寄
与
度

な
ど
、
町
に
も
た
ら
す
経
済
効

果
な
ど
を
検
証
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
発
足
し
た
観
光

協
会
、
町
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
さ
が

み
、
寒
川
神
社
、
町
の
５
団
体

に
よ
る
寒
川
町
観
光
事
業
検
討

協
議
会
に
町
と
し
て
積
極
的
に

関
わ
り
、
新
た
な
観
光
拠
点
づ

く
り
を
進
め
る
中
で
行
政
と
し

て
、
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

②
寒
川
町
観
光
事
業
検
討
協

議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
総

合
計
画
の
中
に
も
戦
略
的
な
観

光
施
策
が
展
開
で
き
る
位
置
付

け
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

横手　　晃 議員

小栗　裕治 議員

５
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
設
置
を

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
た

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
会
議
の
導
入
へ

タブレット端末デモ機を使用した会議

無料送迎バス（ららぽーと TOKYO-BAY）
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２
月
に
２
週
続
け
て
大
雪
が

降
り
、
町
中
で
は
地
域
住
民
が

協
力
し
て
除
雪
作
業
を
行
っ
て

い
た
が
、
町
の
対
応
は
不
十
分

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
町
の
危

機
管
理
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

　

①
町
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
い
た
の
か
。

　

②
民
間
と
結
ん
だ
災
害
時
応

援
協
定
等
は
生
か
せ
た
の
か
。

　

③
他
市
で
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

活
用
し
、
市
民
か
ら
の
苦
情
や

災
害
情
報
を
把
握
し
て
各
部
署

に
指
示
を
出
し
、
経
過
を
市
民

に
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
市
民

と
の
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
た
。

町
も
双
方
向
で
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

　

施
政
方
針
に
、
さ
が
み
縦
貫

道
路
の
全
線
開
通
を
目
前
に
控

え
、
交
通
結
節
点
の
利
便
性
を

生
か
し
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
特
区
」
の
優
位
性
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
寒
川
神
社
を
核

と
し
た
新
た
な
観
光
拠
点
の
創

出
に
向
け
た
検
討
を
地
域
一
体

と
な
っ
て
進
め
る
と
あ
る
。

　

①
観
光
拠
点
の
創
出
に
は
、

五
者
協
議
の
連
携
と
農
業
振
興
、

生
産
力
向
上
に
関
わ
る
計
画
が

必
須
と
考
え
る
が
。

　

②
実
現
に
向
け
て
は
、
民
の

活
力
が
大
事
と
考
え
る
。
町
が

強
い
意
志
を
持
っ
て
下
支
え
と

な
る
動
き
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

町
長　

①
町
は
寒
川
神
社
と

い
う
大
き
な
資
源
と
固
有
の
資

源
を
数
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
今
以
上
に
歴
史
・
伝

統
・
文
化
な
ど
と
連
携
、
融
合

さ
せ
、
観
光
に
生
か
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨

年
末
に
商
工
会
、
観
光
協
会
、

Ｊ
Ａ
さ
が
み
、
寒
川
神
社
、
町

の
５
団
体
で
観
光
事
業
検
討
協

を
活
用
す
る
考
え
は
。

　

町
長　

①
今
回
の
大
雪
に
備

え
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
き
、

町
有
施
設
の
安
全
管
理
や
町
道

の
除
雪
体
制
等
を
事
前
に
指
示

し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
町

の
対
応
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ

と
は
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

②
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん

で
い
た
が
、
今
回
対
応
が
遅
れ

た
状
況
で
し
た
。
今
後
は
、
今

回
の
経
験
と
反
省
を
踏
ま
え
、

よ
り
迅
速
か
つ
効
果
的
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
事
前
対
策
を
強

化
し
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

③
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
情
報
収
集

ツ
ー
ル
と
し
て
効
果
が
あ
り
、

災
害
時
の
情
報
把
握
に
は
有
効

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
双
方
向
で
の
情
報
提

供
等
が
で
き
る
対
応
も
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

住
み
続
け
た
い
　
　
　

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
へ

議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
今

後
、
連
携
し
て
具
体
的
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
寒
川
神
社
を
中
心
と

し
た
観
光
拠
点
周
辺
部
は
一
団

の
農
地
で
あ
り
、
当
該
地
区
及

び
町
全
体
の
農
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
整
理
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、
検
討
協
議
会
で
の

拠
点
づ
く
り
の
検
討
と
並
行
し
、

農
家
や
関
係
機
関
等
と
の
調
整

を
図
り
、
農
地
の
集
約
化
、
効

率
的
で
生
産
性
の
高
い
農
業
形

態
、
商
業
・
観
光
等
と
の
連
携

な
ど
を
検
討
し
、
町
の
将
来
の

農
業
の
あ
り
方
を
整
理
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
行
政
内
部
で
は
、
事
業
の

妥
当
性
や
実
行
の
可
能
性
な
ど

の
調
査
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
行
政
の
考
え
方
を
示

し
な
が
ら
関
係
民
間
団
体
と
の

連
携
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

①
拠
点
づ

く
り
の
検
討
状
況
を
見
な
が
ら
、

営
農
環
境
の
確
保
や
農
業
所
得

向
上
の
た
め
の
計
画
を
つ
く
る

　
「
住
み
続
け
た

い
、
住
ん
で
み
た

い
ま
ち
づ
く
り
」

に
は
、
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
も
必
要
だ
が
、
総
花
的
な

総
合
計
画
で
は
な
く
、
町
民
の

声
を
反
映
さ
せ
た
施
政
方
針
で

具
体
的
な
事
業
等
を
か
か
げ
る

べ
き
で
あ
る
。

　

①
地
方
自
治
法
の
改
正
で
総

合
計
画
の
法
的
な
策
定
義
務
が

な
く
な
っ
た
が
、
町
の
考
え

は
。

　

②
平
成
27
年
度
か
ら
始
め
る

総
合
計
画
の
第
２
次
実
施
計
画

策
定
に
当
た
り
、
町
長
は
住
民

の
声
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
の

か
。

　

町
長　

②
急
速
に
進
展
す
る

都
市
基
盤
整
備
や
多
様
化
す
る

町
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
た

上
で
、
２
０
２
０
プ
ラ
ン
に
定

め
る
町
の
将
来
像
に
即
し
た
計

画
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

①
総
合
計

画
は
町
の
行
政
指
針
の
役
割
を

担
う
た
め
、
今
後
、
新
た
な
基

本
構
想
を
策
定
す
る
場
合
に
は
、

議
会
の
議
決
を
経
た
上
で
策
定

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

考
え
で
す
。

　

②
行
政
の
役
割

と
し
て
地
域
や
農

業
の
あ
り
方
な
ど

を
整
理
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

寒
川
駅
北
口
地
区
に

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

　

富
士
シ
テ
ィ
オ
南
側
歩
道
を

活
用
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た

め
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る

施
策
展
開
が
で
き
な
い
か
。

　

環
境
経
済
部
長　

道
路
上
の

た
め
水
道
や
電
気
の
使
用
に
問

題
が
あ
り
ま
す
。
常
設
店
舗
で

な
く
、
移
動
屋
台
の
よ
う
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
保
健
所
等
の
許

可
が
必
要
で
す
が
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
地
元
商
店
街

な
ど
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

斎藤　恒雄 議員

関口　光男 議員

危
機
管
理
機
能
を
強
化
し

　
　

町
民
の
安
全
確
保
を
図
れ

観
光
拠
点
創
出
に
向
け
た

　
　
　
　

町
の
取
り
組
み
方
は

地域住民による除雪作業の様子（岡田地内）

富士シティオ南側の歩道



19 さむかわ議会だより　170号

議案
番号 審議結果〈3月会議〉

会派名 フォーラム志 みんな
の未来 日本共産党 公明党 民社

クラブ 湘風クラブ

議
決
結
果

吉
田
　
悟
朗

佐
藤
　
正
憲

三
堀
　
清
廣

柳
下
　
雅
子

中
川
登
志
男

橫
手
　
　
晃

細
川
　
京
三

山
田
　
政
博

喜
多
村
　
出

太
田
真
奈
美

黒
沢
　
善
行

関
口
　
光
男

佐
藤
　
一
夫

早
乙
女
　
昭

小
栗
　
裕
治

斎
藤
　
恒
雄

藤
沢
喜
代
治

杉

　
隆
之

議案
第１号 歯及び口腔

くう

の健康づくり推進条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

２ 一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

３ 特別職の職員の給与に関する条例の一部
改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

４ 教育委員会教育長の給与及び勤務時間に
関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

５ 手数料条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

６ 社会教育委員条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

７ 町営プール条例の停止に関する条例の制
定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

８ 小児の医療費の助成に関する条例の一部
改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

９ 老人憩の家条例の廃止 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

10 茅ヶ崎都市計画事業寒川駅北口地区土地
区画整理事業施行条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

11 消防長及び消防署長の資格を定める条例
の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

12 平成25年度一般会計補正予算(第8号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

13 平成25年度国民健康保険事業特別会計
補正予算(第4号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

14 平成25年度後期高齢者医療事業特別会
計補正予算(第3号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

15 平成25年度下水道事業特別会計補正予
算(第3号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

16 平成25年度介護保険事業特別会計補正
予算(第3号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

17 平成26年度一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

18 平成26年度国民健康保険事業特別会計
予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

19 平成26年度後期高齢者医療事業特別会
計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

20 平成26年度下水道事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

21 平成26年度介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

22 平成26年度(仮称)健康福祉総合センタ
ー用地取得事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

23 国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

24 平成25年度一般会計補正予算(第9号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

25 非常勤消防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

意見書
第１号

「手話言語法(仮称)」の制定を求める意
見書の提出 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

陳情
第１号

手話言語法制定について国への意見書提
出を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

２ 新聞への消費税軽減税率適用を求める意
見書の提出に関する陳情 審査継続中

３ 要支援者に対する介護予防給付継続と利
用者負担増中止を求める陳情書 不採択 ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● −

４ 原発から再生可能エネルギーへの推進と
エネルギー政策の転換を求める陳情書 審査継続中

５ 小児医療費の助成年齢の引き上げについ
ての陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● −

　○：賛成　　●：反対	 （杉﨑議長は表決には加わりません）
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№
170

６ 月 会 議 日 程
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

本会議 総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

8 9 10 11 12 13 14

建設経済
常任委員会

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 7/1 2 3 4 5

AM9：00 開会
※6/10（火）東海道新幹線新駅対策特別委員会は PM1：15開会
※6/17（火）本会議は AM10：00 開会

（会議の日程等は変更になる場合があります）

議会を傍聴しませんか

○�傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてくださ
い。（委員会の傍聴は、委員長の許可が必要です。）
　�寒川町議会のホームページでも、会議の日程や議会
の傍聴案内、請願や陳情の手続き、議員名簿等が閲
覧できます。
　�なお、不明な点については、議会事務局へお問い合
わせください。

議会事務局　総務担当
TEL0467-74-1111　内線341・342

本会議（一般質問）

本会議
（委員会報告等）

寒川駅周辺整備
対策特別委員会
東海道新幹線新駅
対策特別委員会

本会議
（議案上程等）

議 会 改 革 推 進 委 員 会

　議会改革推進委員会では、議会活動の質の向上と議会運営の効率化を図ることを目的に、議
会でのタブレット端末導入に向けた検討を行っています。
　タブレット端末の導入検討にあたり、議会ではタブレット端末の基本操作方法及び導入効果
等について、提案事業者より説明を受けた後、実際の会議を通して体験しました。
　今後は、議会改革推進委員会でタブレット端末の導入効果及び運用策等の検証を行い、平成
26年度中の導入を目指していきます。

　 １．業務の効率化 
　　◆印刷・製本・配布の手間等の業務改善
　　◆大量の情報を持ち運べ、携帯性の向上
　　◆最新文書を共有でき、会議運営の効率が向上
　 ２．コスト削減 
　　◆紙代、印刷代、保管代、廃棄代等の削減
　 ３．情報共有のスピード化 
　　◆資料がカラーで配布・閲覧できる
　　◆修正、差し替え作業の軽減とスピード化

キーボードが付いておらず、液晶画面に指をあてながら操作するパソコン

 タブレット導入のメリット　

 タブレット端末とは　

ペーパーレス議会を目指し、タブレット端末
の導入検討を行っています

タブレット端末操作説明会


